
                                

                                

                                

                                

平
成
二
十
六
年
度
日
本
消
防
協

会
は
、
消
防
団
を
中
核
と
し
た
地

域
の
総
合
的
な
防
災
力
充
実
強
化

を
目
的
に
全
国
で
十
台
の
車
両
を

交
付
し
ま
し
た
。
こ
の
車
両
は
平

時
に
お
い
て
は
地
域
住
民
や
事
業

所
等
の
防
災
学
習
に
使
用
し
、
災

害
時
に
は
緊
急
車
両
と
し
て
消

火
・
救
助
資
機
材
等
の
搬
送
に
転

用
可
能
な
も
の
で
す
。
そ
の
一
台

が
桑
名
市
消
防
団
に
寄
贈
さ
れ
出

初
式
で
は
分
列
行
進
に
参
加
し
ま

し
た
。  

今
後
、
団
本
部
車
両
と
し
て
活

用
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

           

（１）              桑 名 市 消 防 団 広 報 
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【平成２６年度 全国統一防火標語】 もういいかい 火を消すまでは まあだだよ 



                                

                                

                                
一
月
十
一
日  

国
営
木
曽
三
川
公
園
輪
中
ド
ー

ム
に
て
、
消
防
団
・
消
防
署
職
員
・

自
衛
消
防
隊
、
総
勢
６
６
１
名
に

よ
る
出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。 

式
典
で
は
伊
藤
市
長
の
観
閲
の

下
、
徒
歩
部
隊
と
車
両
部
隊
に
よ

る
分
列
行
進
が
実
施
さ
れ
た
ほ
か
、

長
年
の
功
績
者
に
対
し
、
表
彰
状

の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

長
島
地
区
幼
稚
園
に
よ
る
園
児
の

リ
ズ
ム
演
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
に
は
長
良
川
河
川
敷

に
お
い
て
、
消
防
車
三
十
一
台
に

よ
る
一
斉
放
水
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。                

   

平
素
は
、消
防
団
活
動
に
対
し
、

ご
理
解
と
ご
指
導
を
賜
り
、
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

私
ど
も
団
員
は
、
消
防
団
の
活

性
化
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、消
防
技
術
の
練
磨
に
励
み
、

広
く
市
民
の
信
頼
に
応
え
、
災
害

に
強
い
桑
名
市
の
一
翼
を
担
う
こ

と
を
光
栄
と
し
、
一
層
の
団
結
を

推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。
ま
た
、
災
害
に
迅
速
に
対

応
し
、
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
に

は
、
的
確
な
消
防
組
織
力
と
と
も

に
、
地
域
住
民
の
自
主
防
災
組
織

と
の
連
携
強
化
が
必
要
と
考
え
て

お
り
ま
す 今

後
と
も
職
責
を
自
覚
し
て
、

市
民
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、
日

夜
精
励
し
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

に
積
極
的
に
邁
進
す
る
覚
悟
で
あ

り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
指

導
・
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

差別では？ 常に自分を 見直して 

桑 名 市 消 防 団 広 報              （２） 



  
十
二
月
二
十
八
日
～
三
十
日 

期
間
中
は
夜
七
時
か
ら
警
戒
に

当
た
り
、
消
防
車
両
で
防
犯
・
防

災
の
呼
び
掛
け
を
し
な
が
ら
、
巡

回
を
行
い
ま
し
た
。 

                        

 

そ
の
昔
は
、
拍
子
木
を
打
ち
鳴

ら
し
て
「
火
の
用
心
」
と
声
を
か

け
な
が
ら
、
地
域
を
歩
い
て
回
っ

た
そ
う
で
す
が
、
現
在
は
消
防
車

両
で
巡
回
し
て
い
ま
す
。 

二
十
八
日
に
は
、
伊
藤
市
長
に

よ
る
巡
視
が
市
内
六
箇
所
で
有
り
、

激
励
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。 

                       

 

し
か
し
、
年
末
警
戒
期
間
が
終

わ
っ
て
も
、
火
災
の
危
険
性
が
減

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
普
段

か
ら
火
元
に
は
十
分
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。                           

   

一
月
二
十
二
日 

  
昭
和
二
十
四
年
一
月
二
十
六
日

に
、
法
隆
寺
の
金
堂
が
炎
上
し
、

壁
画
が
焼
損
し
た
こ
と
に
基
づ
き
、

一
月
二
十
六
日
を
「
文
化
財
防
火

デ
ー
」
と
定
め
一
月
二
十
六
日
前

後
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

                     

  
今
年
は
星
川
「
安
渡
寺
」
に
て

実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

火
災
発
生
か
ら
、
初
期
消
火
・

文
化
財
の
保
護
・
通
報
・
避
難
誘

導
・
消
防
本
部
・
消
防
団
に
よ
る

放
水
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
女
性

消
防
団
に
よ
る
消
火
器
の
取
り
扱

い
訓
練
も
行
わ
れ
、
訓
練
用
水
消

火
器
を
使
い
、
参
加
者
を
対
象
に

行
わ
れ
ま
し
た
。 

（３）              桑 名 市 消 防 団 広 報 

やめようよ 後悔するよ 差別といじめ 



  
秋
季
訓
練 
競
練
会 

十
一
月
九
日 

  
消
防
技
術
の
向
上
と
部
隊
行
動

の
確
実
化
を
目
的
と
し
て
、
多
度

町
総
合
支
所
駐
車
場
に
お
い
て
秋

季
訓
練
競
練
会
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 
競
練
会
は
規
律
訓
練
と
ポ
ン
プ

運
用
訓
練
に
分
か
れ
て
お
り
、
規

律
訓
練
で
は
要
領
に
基
づ
い
て
訓

練
礼
式
を
実
施
し
、
指
揮
者
に
よ

る
団
員
へ
の
「
集
ま
れ
」
の
号
令

か
ら
、「
わ
か
れ
」
の
号
令
が
か
か

る
ま
で
、
士
気
や
規
律
が
確
実
か

つ
迅
速
な
動
作
な
ど
を
競
い
ま
し

た
。 

              

             
ポ
ン
プ
運
用
訓
練
は
、
指
揮
者

以
下
四
名
に
吸
管
補
助
員
を
加
え

た
一
チ
ー
ム
五
人
が
号
砲
を
合
図

に
競
技
を
開
始
し
、
消
防
ポ
ン
プ

車
に
よ
る
揚
水
、
ホ
ー
ス
の
延
長

を
行
い
、
放
水
に
よ
り
標
的
を
倒

す
ま
で
の
タ
イ
ム
と
消
防
器
具
操

作
、
動
作
の
正
確
性
が
競
わ
れ
ま

し
た
。 

 
当
日
は
生
憎
の
悪
天
候
と
な
り

ま
し
た
が
、
平
成
二
十
八
年
度
の

三
重
県
消
防
操
法
大
会
出
場
に
向

け
た
良
い
機
会
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
て
熱
の
こ
も
っ
た
競
技
が
展
開

さ
れ
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果
が
存

分
に
発
揮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 
な
お
、結
果
は
次
の
通
り
で
す
。 

一
位
、
第
五
分
団
一
班 

二
位
、
第
五
分
団
三
班 

三
位
、
第
一
分
団
一
班 

  

基
本
訓
練 団

員
親
睦
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 十

月
二
十
六
日  

基
本
訓
練
で
は「
停
止
間
」・「
行

進
間
」の
基
本
動
作
だ
け
で
な
く
、

交
代
で
指
揮
者
も
行
い
非
常
に
有

意
義
な
訓
練
で
し
た
。 そ

の
後
行
わ
れ
た
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
で
は
、
普
段
の
消
防
団
活

動
と
は
違
っ
た
形
で
所
属
分
団
・

他
分
団
の
方
々
と
親
睦
を
深
め
る

良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
第
四

分
団
が
全
三
試
合
を
勝
ち
抜
き
、

見
事
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 団

員
間
の
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
図
る
為
に
も
、
こ
の

よ
う
な
場
を
継
続
し
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。           

  

一
緒
に
社
会
貢
献
し
ま
せ
ん
か
！ 

入
団
資
格 

十
八
歳
以
上
の
市
内
在
住
ま
た
は

勤
務
さ
れ
て
い
る
健
康
か
つ
、
や

る
気
の
あ
る
方
。 

活
動
内
容 

男
性 
住
居
地
ま
た
は
勤
務
地
の

分
団
に
所
属
し
火
災
・
災
害
・
訓

練
に
出
動 

女
性 
団
本
部
付
け
消
防
団
と
し

て
、
桑
名
市
内
全
域
に
て
予
防
・

防
災
活
動 

特
典 

市
内
の
消
防
団
サ
ポ
ー
ト
事
業
所

に
て
「
桑
名
市
消
防
団
員
証
」
を

提
示
す
る
と
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
や

割
引
を
受
け
る
事
が
出
来
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
内
容
は
事
業
所
に
て
異

な
り
ま
す
。 

           

詳
し
く
は
、
桑
名
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
消
防
本
部･

消
防
団
に
て
。 

   

様
々
な
か
た
ち
で
、
桑
名
市
消

防
団
を
応
援
し
て
い
た
だ
く
事
業

所
の
こ
と
で
す
。
各
種
サ
ー
ビ
ス

や
割
引
な
ど
を
提
供
し
た
り
、
団

員
募
集
の
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
す
る

な
ど
、
み
ん
な
の
街
を
守
る
消
防

団
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。 

団
員･

サ
ポ
ー
ト
事
業
所
募
集
の

お
問
い
合
わ
せ 

桑
名
市
消
防
本
部 
総
務
課 

桑
名
市
江
場
七
番
地 

℡
二
四
‐
五
二
七
四 

   

三
月
一
日 

桑
名
方
面
団 
春
季
教
養
訓
練 

三
月
十
五
日 

長
島
方
面
団 
競
練
会 

四
月 

新
入
団
員
教
養
訓
練 

辞
令
交
付
式 

多
度
方
面
団 
規
律
・
水
防
訓
練 

五
月
二
十
四
日 

桑
名
市
水
防
演
習 

【
場
所･

時
間
に
つ
き
ま
し
て
は 

未
定(

一
月
現
在)

】 

桑 名 市 消 防 団 広 報              （４） 

認め合う 心を持てば 差別なし 



◇◇◇◇ 特集：家庭での備蓄品 ◇◇◇◇

伊勢湾台風・阪神淡路大震災・東日本大震災、といった大災害のあった日
が近づくと、テレビでは連日のように、災害の特集番組が放映されます。
現代は、災害を映像や音声で、繰り返し追体験できます。
未来のために過去をしっかり見つめましょう。

大規模な災害が発生すると、自宅が無事であったとしても、交通の寸断などにより地域が
孤立し、３～４日の間、食料品などが安定して手に入らない状況が続きます。
また、電気や水道の復旧には、さらに長く1週間以上かかることも考えられます。
その間、真っ暗な寒い所で、飲まず食わずで援助を待っているわけにもいきません。
そこで、最低でも3日分、出来れば1週間分の「家庭での備蓄」が必要となるのです。

備蓄品には、電池などの「生活備蓄」、簡易トイレなどの「排泄備蓄」、
医薬品などの「衛生備蓄」もありますが、ここでは、最低限必要な、食
料品を中心とした「飲食備蓄」について考えてみます。

水
飲料水として、１人当たり１日１リットルの水が必要です。
調理などに使用する水を含めると、３リットル程度必要になります。

米
約700gのお米と、水とコンロがあれば、一人の3日分（９食分）になります。
保存性の良いお米は、備蓄食料の柱と言っていい頼もしい存在です。

缶詰（缶切りも忘れないでね）

調理が不要、器が不要、保管が簡単。いい事づくめです。

カセットコンロ
カセットコンロは、調理用だけで無く、寒い時期に暖を取ることも出来ます。
ボンベも灯油などに比べて保管が簡単です。

他にも、レトルト食品・カップ麺・餅・乾パンなども備蓄食品向きですね。

理想的な備蓄は、ご家族の人数に合わせた必要量や、被災時の献立も考えたリストを作り、
それに基づいて定期的にチェックしながら、常に必要な備蓄量を保つ事ですが、普段の生
活の中で、なかなか出来る事ではありませんよね？
まずは、いつも普通に食べている食料品の中で保存性の良いものを、3日
間（9食分）をまかなえる程度に、少し多めに買い置きしておきましょう。
それを、賞味期限の近づいてきた物から消費し、減った分を買い足してい
くだけで、有効な備蓄になるのです。

参考資料：農林水産省「緊急時に備えた家庭用食料品備蓄ガイド」

家庭での備蓄って必要なの？

まずは、少し多めの買い置きから

何を備蓄すればいいの？

考えよう、未来に残すな、差別といじめ

（５） 桑 名 市 消 防 団 広 報



平成27年春

女性消防団の活動はブログでもご覧いただけます。

桑名市女性消防団 検索 ←クリック！

地域のために女性の優しさ・細やかさを活かして、
一緒に活動しましょう!! 団員募集しています。

くわしくは→ 桑名市消防本部 総務課 TEL24-5274

秋には様々な大会に参加して、沢山の人達と交流し、情報交換と勉強をしてきました。

思いやる 気持と言葉に ありがとう

桑 名 市 消 防 団 広 報 (６ ) 

毎月１９日

は巡回広報
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